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「三田学会雑誌」93卷 3 号 （2000年10月）

___________________鋼駆鋼綱_______________________

「長期の18世紀」イングランドにおける 

都市成長について

酒 田 利 夫

はじめに

2000年 3 月1 4日に開かれた慶應義塾大学経 

済学部研究教育資金による共同研究「経済史 

における都市盛衰の比較研究」研究会におい 

て，分担研究者の一人であるレスター大学 

P . クラーク教授（1998年度経済学部招聘教授） 

は，「中世以降におけるヨーロ  .ノパの都市」

と題する報告を行い，古代ローマ時代以降の 

ヨーロッノ、。におけ る都市盛衰のクロノ ロンイ 

を明らかにした。すなわち， 2 世紀に頂点に 

達した古代ローマ都市システムが 5 世紀に崩 

壊した後， 9 — 10世紀に古代都市の復活を含 

む中世における第 1 の都市化の波が起こり， 

続いて第 2 の波が11—14世紀に押し寄せた後，

14世紀後半一 15世紀には都市化の後退がみら 

れたこと。 そして， 16 —17世紀には近世にお 

ける都市化の復活がみられたが，続 く 「長期 

の18世紀」 （the long eighteenth  cen tu ry) にお 

いては新たな都市停滞が起こり， 19世紀一20

世紀半に都市化の盛期を迎えたということで
( 1 )

ある。

しかしながら，同時にクラーク教授は， 

r長期の 18世紀」 イングランドおける例外的 

な都市成長を指摘されたのであり，本稿は， 

今回の報告においては詳論されなかった当該 

期イングランドにおける都市成長，特に小都 

市の成長について，研究史のサーヴヱイに基 

づき，同教授の研究および極めて注目される

ス トバ ー トの研究によりつつ，検討を加えん
( 2 )

とするものである。

( 1 ) Cl ark (2000).本稿は，2000年 5 月L2日に大阪ガーデンパレスで開かれた第16回 「イギリス都市 - 
農村共同体研究会」における報告の一部に加筆したものであり，同年 8 月11日に千里ライフセンタ 

一で開かれた第11回 「地域工業化研究会」における報告の一部として発表された。その際貴重なコ 

メントを頂いた会員の方々に記して厚くお礼申し上げる。また本稿は，慶應義塾大学経済学部研究 

教育資金研究助成による共同研究「経済史における都市盛衰の比較研究」における筆者の分担研究 

成果の一部である。
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当該期の小都市人n 史料として用いられる

クラーク教授を中心とする小都市研究プロ 

ジェクトによリ収集された小都市人丨1史料に 

基づく，同教授による近世イングランドにお 

ける小都市の人 r i趨勢に閨する研究について 

はすでに紹介したが，問 題 の 「長期の 18世 

紀」 イングランドにおける小都市の人口趨勢 

について煩を厭わず繰り返しみておこう。

のは， 1670年頃については1660年代の炉税記 

録 (the hearth  ta x  r e t u r n s )および 1676年の 

コムトン •センサス （the Com pton cencus) と 

よばれる聖餐受拝者誠査自己録， 1811年につい 

て は よ り 信 頼 し う る 第 2 回全国センサス 

(the second national c e n s u s )であり，583小 

都市に閨するデ一タが得られるのである j 

以上の史料よリ作成された表 1 および闵 1 

によれば，前述の如く， これまで一般的に受

表 1 1 B7 0年頃〜 1 8 1 1年におけるイングランド地方都市の人口趨勢

\ 都市数
人U 増加率

(年率％)
小都市 583 0.70
大都市 30 0.75
都市 613 0.72

図 1 1 6 7 0 〜 1 8 5 1年におけるイングランド地方都市の人口趨勢

指数

1670 1770 1844 18511870

( 2 )  「長期の18世紀」 ヨーロッパにおける都市化の後退（d e -u rb a n iz a t io n )については，カリフォル 

ニア大学のJ _ ド• フリース教授によって，またイングランドにおける都市化の進展についてはケン 

ブリッジ大学のE . A . リグリィ教授によって，すでに各々指摘されているが，両者が対象としたの 

は人口 5 千人以上の都市であり，ここではより小規模な都市をも含めて検討を行いたい。de-Vries
(1984) ； W rigley (1 9 8 5 /8 7 ); 洒 田 （1994)，第 5 章.

( 3 ) 酒W (1 9 9 9 a )；(1999b).

( 4 ) ここで小都市とは， 1660 —70年代に人口400 — 2，500人を数えた定住地および1811年の第 2 回全国 

センサスにおける人口1,000 —5,000人の定住地のことである。 C lark  (1991)，p.68; (1995b), p.94.
(5  ) C lark  (1995b), p.99, T ab le  5.2 ；酒 田 (1999a) , 表 2 より.
( 6 )  C lark (1995b), p.99, F igure 5 .1 ；酒 田 （1 9 9 9 a ) ,図 2 よリ. 但し，イングランド総人 n  は，W rig- 

ley & Schofield (1981)による。
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け入れられてきた「長期の 18世紀」 イングラ 

ンドにおける /J、都市の衰退について疑問が生 

じるといえよう。むしろ，当該期イングラン 

ドにおいて小都市は，大都市と同様に全国人 

ロを上回る人口増加率を示したのである。

こうした小都市の成長の決定的要因として 

クラーク博士が指摘するのは，大都市の場合 

と同様に，経済特化の進展である。すなわち， 

多くの小都市が，時に大都市とダイナミック 

な関係を有しつつ，工業特化を進展させた。 

例えば，テ ュ ー ク ス ベ リ （T ew kesbu ry) お 

よびヒンクリイ（H in c k le y )の靴下編業， オ 

ウ ル ニ イ （O lney) お よ び ウ エ リ ン バ ラ  

(W ellingborough) のレース編業，ノレ一トン 

( L u to n )お よ び ダ ン ス タ ブ ル （_Dunstable)

の帽子製造業， ウ イ ト ニ イ （W itney) の毛布 

製造業，バ ー フ ォ ー ド （B urfo rd) の鞍製造 

業，ハイ . ワ イ コ ム （H ighW ycom be) の椅子 

製造業， ウ ッ ド ス ト ッ ク （W oodstock) の鋏 

製造業， シ ェ フ イ ー ル ド （Sheffield) の刃物 

製造業等である。 また， 多くのイゝ都市が， レ 

ジャ一都市ないしリゾート都市として発展を 

みたのであり， そうした例] として， リッチフ 

イ一- ル ド （L ich fie ld)， ス タ ム フ オ 一 ド  

(S tam fo rd )，チ チ ェ ス タ 一 (C hichester)，チ 

エ ノ レト ナム （C h e l t e n h a m ) ,バ ク ス ト ン  

(B ux ton ), ウ ヱ イ マ ス （W eym outh) , ス力 

一 バ ラ (Scarborogh) 等の都市を挙げること 

ができる。 もちろん， 多くの小都市は， また 

周辺農村工業の流通 • 企業中心地になる等，

( 7 )  C lark (1995b)，p.100 ; 酒 田 (1999a), 249- 50頁. 
( 8 ) C lark (1995b), p .1 0 1；酒日丨(1999a), 250頁.

商業中心地として発展を示したのである。

こうして， ジョージ王朝期には大多数の小 

都市が， あきらかに繁栄を享受したのであり， 

また農業関連職の顕著な後退によって， ます 

ます都市的経済の進展がみられたのである。 

しかしながら， 17世紀における小都市の約 5 

分 の 1 (18. 8パーセント）が1811年において 

人口 1 ,0 0 0人の レベルに達せず，かなりの小 

都市が消滅しているのであり，「長期の 18世

紀」については多様な地域的相違がみられた
( 8 )

のである。

II

前節 にお いて 「長期の 18世紀」 イングラン

ドにおける小都市の全国的な趨勢についてみ

たが，本節においては，当該期におけるその

地域的多様性について， これもクラーク教授

の研究によりながら， イングランドをイング

ランド北部， イースト • アングリア地方， ミ

ッドランド地方東部，同西部， ホ一ム • カウ

ンティーズ， イングランド南部および同西部 
一  ( 9 )

の 7 地域に区分して，検討を加えたい。

「長期の 18世紀」における小都市の地域的

趨勢については，表 2 〜表 4 によって知られ

る。 まず表 2 に示されるように， 当該期を通

じて，小都市の衰退が多く見られたのは， イ

ン グラ ンド北部（3 2 _ 0 % )およびイースト •

ア ン グ リ ア 地 方 （2 9 .8 % )であった。但し，

前者において小都市の衰退が顕著であったの
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表 2 1 6 6 0 年代〜 1 8 1 1年頃間の各地域における小都市の衰退
( 10)

平均衰退率 (％)
イングランド北部 32.0
イースト •アングリア地方 29.8
イングラ ンド西部 23.9
ミッ ドランド地方東部 21.9
イングラ ンド南部 21.0
ホ一ム • カウンテイーズ 19.5
ミッ ドランド地方西部 17.3

表 3
(11)

各地域における大都市

( 1 ) ( 2 )
イングラ ンド北部 9 29
ミッ ドランド地方西部 10 15
ホ一ム • カウンテイーズ 6 10
インダラ ンド南部 6 5
イングランド西部 4 5
i ッドフ ンド地方東部 3 5
イースト •アングリア地方 6 0

( 1 ) 1 7世紀における人口 2 ,5 0 0人以上の大都市数

⑵ 1811年に人口 5 ,0 0 0人以上となった17世紀の小都市数

(12)
表 4 1 8 1 1 年の各地域における新都市

人口 5 千人未満 5 千人以上

イングラ ンド北部 32 10
ホ 一 ム ■ カウンテイーズ 29 7
ミッドランド地方西部 14 7
イングラ ンド南部 13 2
イングラ ンド西部 12 0
ミッドランド地方東部 6 0
イース卜 •アングリア地方 6 0

( 9 ) クラーク教授の最近の研究（C lark  1 9 9 5 b )と先の研究（C lark  1 9 9 1 )とでは，若干異なる7 地域 

区分が行われているが，その主要な相違は，前者においては後者のイングランド北部からヨークシ 

ャが分離され独立した地域とされたこと，および後者のホーム. カウンティーズ，イングランド西部 

および同南部の3 地域が，イングランド南西部および同南東部の2 地域に区分された点である。 し 

かしながら，以下にみられるように，イングランド南西部は，ほぼ先のイングランド西部を意味し， 

またホーム•カウンティーズは，すべてイングランド南東部に含まれており，地域的考察を行ううえ 

で，さしたる支障はない。

(10) C lark  (1991)，p.69, T ab le  1 ；酒 田 (1999b) , 表 4 より.
(11) C lark  (1991), p.70, T ab le  2 ; 酒 田 (1 9 9 9 b ) ,表 5 より.
(12) C lark  (1991), p.71, T ab le  3 ；酒 田 (1999b) , 表 6 より.
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は，大規模な工業イ匕の影響がみられなかった 

力ンバーランド， ウヱストモーランドお J び 

ヨー-クシャのイースト . ライディングであり， 

織物工業の繁栄をみたランカシャおよびヨー 

クシャのウェスト• ライディングにおいては， 

衰退せる小都市は少なかった。他方，工業化 

の 挫 折 (de-indusrialization) がみられたイー 

ス ト . アングリア地方においては，小都市の 

衰退は最も顕著であり，表 3 に示されるよう 

に当該期に大都市にまで発展をみせた小都市 

は皆無で，表 4 のように新たに小都市に上昇 

した都市数も6 都市と最少であった。

表 3 に示されるように， 1811年までに人口 

5 ，000人を越える大都市に発展した小都市の 

数が多かったのは， イングランド北部（29都 

市)， ミツドランド地方西部（15都市)，およ 

びインダランド南東部のホ ー ム .，カウンティ 

ー ズ （10都市）である。特に， 1800年までに 

工業化したイングランド北部においては小都 

市 の 5 分 の 1 ， なかでもダラムにおいては17 

世紀における小都市の3 0 % が，大都市にまで 

発展をみたのであり， その比率が1 2 • 4% と低 

めであったミツドランド地方西部においても， 

ウー-スターシャおよびスタツフォードツシャ

では各々2 7 • 3 % および2 0 . 0 % と高かったo

また，表 4 にみられるように，新^^市の出 

現もイングランド北部において最も多く  （大 

小合わせて42都市)， 19世紀初頭における小都 

市 の 4 分 の 1 近 く が 都 市 で あ り ， とりわけ 

重要な石炭業地域であったダラムにおいては，

1811年における小都市の 3 分 の 1 が， また重 

要な毛織物工業地域であったヨークシャのウ 

ェスト . ライディングにおいては，小都市の 

半数以上が新都市であった。 これに対して，

ミッドランド地方西部においては， 1811年に 

おける小都市に占める新都市の比率はイング 

ランド北部ほど高くはなかったが，新都市が 

1811年までに大都市に発展した比率は高かっ 

た。 ホーム . カウンテイーズにおいても，新 

都市の比率は高かったが， とりわけ1811年に 

おける都市ネットワークに占める新都市の比 

率が，2 9 .9 % と極めて高かったことが指摘さ 

れている。但し， イングランド北部およびミ 

ッドランド地方西部における小都市の発展の 

要因が，工業化であったのに対して， ホー 

ム . カウンティーズにおけるそれは，首都ロ 

ンドンの発展に伴う衛星都市およびナポレオ

ン戦争によるケント北部の造船都市の発展に
( 13)

よるものであった。

かくして，「長期の 18世紀」 イングランド

においては，都市ネットワークのかなりの再

編が行われたのであり， 17世紀における /J、都

市 の 4 分 の 1 が衰退し， 3 分 の 1 か ら 4 分の

1 が繁栄を示し，かなりの新都市の出現をみ

たのであるが， そうした小都市の盛衰はイン

グランド北部において最も顕著であり， イー

ス ト • アングリア地方においては小都市の衰

退が， そしてミッドランド地方西部およびホ

ーム•カウンティーズにおいてはその発展が
( 14 )

顕著であったということができよう。

(13) C larkson (1985); pp.34, 37-8 ; C lark  (1991), pp.69-7 1 ；酒 田 (1999b), 190- 3 頁.
(14) C lark (1991)，pp.69-72 ; 酒 田 (1 9 9 9 b ) ,193頁.
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Ill

「長期の 18世紀」における小都市の衰退が 

顕著であったイースト • アングリア地方，他 

方，小都市の発展が顕著であったミッドラン 

ド地方西部およびイングランド南東部のホー 

ム • カウンテイ一ズについては， 同じくクラ 

ーク教授の研究によりつつ，すでに各地域を 

代表する，サフォーク， スタッフォードシャ 

およびサリイの各州をとりあげ，小都市人ロ 

の趨勢とその要因についてより詳細な検討を 

加えたが，盛衰の最も顕著であったイングラ

ンド北部については， そうした検討をなしえ
( 15)

なかった。 しかしながら，その後ストバート 

博士が当該期イングランド北西部における小 

都市を含む都市成長について極めて興味深レ  ̂

研究を発表しており，本節では当該研究によ 

りつつイングランド北部における小都市を含 

む都市人 n の趨勢について検討を加えたい。

ここでイングランド北西部とは， ランカシ 

ャおよびチェシャの 2 州を指しているが， 当 

該地域，特にランカシャ南部およびチヱシャ 

北部地域は，産業革命の中心地域であるとと 

もに，大規模運河建設が行われた最初の地域

であり，チューダー朝期に散在した小都市か

ら発達した都市システムを有した地域であっ
( 16 )

た。

次に， ここで都市とは，小都市をも含める 

ベくコ一フイ一ルド教授の不唆に従い， 4 人 

の 同 時 代 人 に よ っ て 「市 場 町 」 （m arket 

t o w n ) とよばれた定住地であり，少なくと 

もその内の 1 人によってその地^5：を与えられ 

た都市は35都市を数えるが， 当該期間を通じ 

て 「市場町」 と認識されているのは 30都市 

(後出表6 参照）であり，村落との境界にあっ 

た 最 下 層 の 2 都 市 （E c c le s to nお よ び T ar- 

v i n ) は， 18世紀半までには村落に戻ってし 

まい， また 3 都 市 （A shton-under-Lyne， Old- 

h a m および St H e le n s )は， 18世紀の最後の 

20 — 30年 間 に 「市場町」の地位に達した新興
( 17)

都市であった。

ここでは以下の 3 史料，すなわち， 1660年 

代 の 炉 税 記 録 （the h earth  t a x ) , 1 7 7 0 年代の 

地 方 セ ン サ ス （local c e n s u s e s )および1801年 

の 第 1 回全国センサス （the first national cen­

sus) を用いて， 3 時点における都市人 [1の
^  ( 18 )

推計がなされる。

以上の 3 史料により作成された表 5 からは， 

1664一 1801年間における当該地域における者に 

市人 n の急速な増加が明らかである。すなわ 

ち， まず当該地域の総人口は， 1664—1778年

( 1 5 ) 酒 田 （1 9 9 9 b )第IV節.
(16) S to b art (1996)，pp.28-9.
(17) 4 人のW時代人とは，R•フル一ム（Blome，份 期 /の 1673)，J .アダムズ（A dam s,/m /er

1690)，T .コックス（Cox, Magna Britannia et Hibernia, 1731) および D .& S.ライソンズ（Lysons, 
Magna Britannia, 1 8 1 0 )である。尚，著書の出版地は，すべてロンドンである。 S tobart (1996), 
p.29, n_16.
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( 19)

表 5 イングランド北西部の人口

1664

(1)

人 口 （人 ） 

1778
(2)

1801
(3)

人 口 増 加 率 （％ )

(1) 一 (2) (2) -  ( 3 ) ( 1 )  一 (3)

地域総人口 200,000 495,000 798,874 148 61 279

都市人口 41,506 143,349 308,483 245 115 643

農村人ロ 158,494 351,651 490,391 122 39 209

都市人口比率 (%) 21 29 39

都市人口の中位置 1，384 4,778 10,283

人口 5 千人〜1 万人の都市 1 4 3

1 万人〜5 万人 0 3 7

5 万人以上 0 0 2

間に20万人から 49万 5 千人と約 2 . 5倍の増加 

を， さらに1801年までには約 80万人と約 4 倍 

の増加を示したのに対して，都市人口は，同 

年間に4 1 ,5 0 6人 （都市人口比率 21パ ー セ ン ト） 

から 143 ,349人 (同29ハ。一 セ ン ト ） と3 . 5倍の 

増加を示し， さらに 1801年までには 308,483 

人 （同39パ ー セ ン ト） と約 7 倍強の増加を示 

したのである。 そして， 1664年における都市 

人口の中位値は 1 ，348人にすぎず，人口 .5千 

人を超える都市はチェスター 1 都市のみであ 

つ た の に 対 し て ， 1778年 に は 同 中 位 値 は  

4 ,7 7 8人と同じく 3 . 5倍の増加を示し，人口 5 

千人以上の都市も 7 都 市 （後出表 7 参照：に 

増加し， さらに1801年には同中位^直は 1 万人

を超え，人口 5 千人以上の都市も12都市を数 

えるにいたり， その内の 2 都 市 （リヴァプー

ル と マ ン チ ェ ス タ ー ） は，人口 5 万人を超え
( 2 0 )

るにいたったのである。

上にみた都市成長について，図 2 の順位 - 

規模分布によって， その特徴をみるならば， 

まず， 1664年については大•小都市の人口規 

模と比較して中都市の人口規模が相対的に大 

き い 分 布 （c o n v e x i ty )が 明 ら か で あ り ， 

1778年については大.中都市人口規模に凹凸 

のあること，および小都市の人口規模の落ち 

込みを示す分布が明らかとなり， さらに1801

( 1 8 ) 炉税は，王政復古後に議会が課したもので，炉 1 基につき年2 シリンダが課税されたのであり，

2 回に分けて（ミクルマスとレディ• デイに） 1 シリングずつ納付された。ここでは，1664年のレデ 

ィ•デイの徴税記録が利用されるが，その理由は，公認免税者（教会税および救貧税ともに支払えな 

い者および20ボンド以下の財産保有者）が記載された最初の記録であると同時に，当該記録のみが 

他の記録のように査定記録と徴税記録を合わせたものではないからである。伹し，チェスターにつ 

いてのみは，より詳細な記録である1665年のレディ . デイの記録が用いられる。かくして，1664年に 

ついては，30都市の人口数が，ウォールの平均世帯規模4 .54人 （1691 —1700年）を乗数として得ら 

れるのである。 A rkell (198：!) ; W all (1972), p . 192 ; S to b a rt (1996), p p .3 0 -3 2 .また，1778年の人口数 

は，主として地方センサスおよび到教の巡察記録（Bishop’s V isita tion) に含まれる世帯数に基づ 

いて得られておリ，ここでも平均世帯規模4 . 5人という乗数が採用される。 S to b art (1996)，pp.30-4.

(19) S tobart (1996)，p.36, T ab le  1 より .
(20) S tobart (1996), p.35.
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S tobart (1996)，p.37, F igure 1 より.
Johnson (1980); Robson (1973); S to b a rt (1996), pp.36-7. 
S tobart (1996), p.38.

図 2 イングランド北西部における都市の順位•規模分布

人口規模

順位

年については 2 大都市の強力な成長とその他 

の 中 • 小都市の人口規模の落ち込み，特に小 

都市の顕著な落ち込みが明らかである。 ジョ 

ンソンによれば， 1664年の如き大 .小都市の 

人门規模と比較して中都市の人ロ規模が相対 

的に大きい分布は都市統合の低水準を意味し， 

したがって， その後退は都市システムにおけ 

る統合の進展を意味するものであり， その結 

果 と し て特 定の 中心 地（ここではリヴァプー 

ルとマン チヱスター）の成長があるとされ， 

かつ大都市の累積的成長というロブソン. モ 

テルに適合的にもみえ名。

しかしながら，表 6 および表 7 から， この 

時期の都市の順位と規模についてよリ詳細に 

みるならば， より興味深いファインディング 

ズが得られる。 まず表 6 から， 1664—1801年

間における順位の激しい変動，特に 1664— 

1778年間における顕著な変動が明らかとなる。 

すなわち， 1664年および 1801年の両年におい 

て同一順位を占めたのはマンチヱスターとプ 

レストンの 2 都 市 （各 2 位および 7 位）のみ 

であり， 7 都 市 が 1 — 2 位の， 4 都市が 3 —

4 位の順位変動を示し， 8 都 市が 5 — 6 位の , 

さらに 9 都 市が 7 — 8 位の順位変動を示した 

のである。 そして， こうした激しい順位の変 

動は，人口増加率の大きな差を反映するもの 

である。すなわち，表 7 のように ， 1664 — 

1801年 間 に 7 都市は 200パーセント未満の増 

加にとどまり， 8 都市は 200 —500パーセント 

の増加であったが， 500 —1000パーセントの 

増加率を示した都市は 7 都市を数え， さらに 

4 都市は 1000パート以上の増加率を示したの 

である。 その中でも最も顕著であったのは， 

一方における全国的にも重要な海港としての 

リヴァプールの勃興（12位 — 1 位 — 1 位） と， 

他方におけるナンウイッチおよびコングルト 

ン の 衰 退 （各 3 位—12位 —18位および 6 位 —14 

位一15位）であった。 しかし，同時にめざま 

しかったのは，バーンリイ，ハスリングデン 

およびプレスコットの小都市から重要工業都 

市 へ の 上 昇 （各28位 —26位 —19位，23位一20 

位—14位および30位—25位 —16位）であり，製 

塩業のノースウイッチへの移動によるミドル 

ウ イ ッ チ の 没 落 （20位 —23位 —29位）であっ
( 23 )

た。

以上のファインデイングズは， イングラン
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(24 )

表 6 イングランド北西部における都市の)晛位，1 6 6 4〜1 8 0 1年

順位 1664 1778 1801

1 C hester Liverpool (12) L iv e rp o o l(1)

2 M anchester M anchester (2) M anchester (2)

3 N antw ich C hester (1) C hester (3)

4 M acclesfield W arring ton  (8) S tockpo rt (8)

5 W igan M acclesfield (4) B olton (9)

6 し ongleton P reston  (7) B lackburn  (10)

7 Preston W igan (5) P reston  (6)

8 W arring ton S tockport (11) W igan (7)

9 Bolton B olton (9) W arring ton  (4)

10 Bury B lackburn  (13) M acclesfield  (5)

11 S tockpo rt R ochdale (14) Bury (16)

12 Liverpool N antw ich (3) R ochdale (11)

13 B lackburn Colne (15) C horley (22)

14 Rochdale Congleton (6) H aslingden (20)

15 Colne O rm skirk  (25) Congleton (14)

16 K nutsford Bury (10) P resco t (25)

17 Sandbach Leigh (26) Colne (13)
18 C horley K nutsford (16) N antw ich  (12)

19 N orthw ich N orthw ich (19) B urnley (26)

20 M iddlew ich H aslingden (23) Leigh (17)

21 Clitheroe Sandbach (17) O rm skirk  (15)

22 A ltrincham C horley (18) K nutsford  (18)

23 H aslingden M iddlew ich (20) Sandbach (27)

24 M alpas A ltrincham  (22) N orthw ich  (19)

25 O rm skirk P resco t (30) A ltrincham  (24)

26 Leigh B urnley (28) N ew ton (28)

27 N ew ton C litheroe (21) C litheroe (27)

28 B urnley N ew ton (27) F rodsham  (30)

29 Frodsham M alpas (24) M iddlew ich (23)

30 P resco t Frodsham  (29) M alpas (29)

(注） ( ) 内は，各々前の年度の顺位である。

ド全体についてコ '一•フィ■一 ルト' およびド'~-ン 

トン両教授によって強調される「選択的成 

長」 (selective g r o w t h )を示しているといえ 

よう。すなわち，大都市も小都市も同様に着 

実で急速な成長を示すなかで， 1664 —177«年 

間においては都市ヒエラルキーの上位半分と

下位半分に大きな相違がみられ， 1801年にか 

けて大都市の中都市からの乖離がますます進 

行したことが明らかとなるのである。表 6 か 

ら明らかなように，都市ヒエラルキーの上位 

半分および下位半分は，各々自己充足的であ 

り，1664 —1778年間における両者間の移動は

(24) S tobart (1996)，p.39, T ab le  2 より.

—— 127 ( 639) ——



表 7 イングランド北西部における都市人口

人 口 （人 ） 人 口 増 加 率 （％ )
都市名 1664 1778 1801

(i) (2) (3) ⑴ ー⑵ ⑵  一 (3) (1 )一⑶
A ltrincham 594 1,029 1,692 73 64 185
B lackburn 1,053 4,500 11,983 327 166 1,038
Bolton 1,615 4,568 12,387 183 171 668
Burnlev 373 874 3,304 134 278 786
Bury 1,539 2,090 7,079 36 238 360
Chester 7,817 14,713 19,151 88 30 145
uhorley 670 1,350 4,516 101 235 574
C litheroe 607 833 1,365 37 64 125
Colne 886 2,880 3,623 205 26 309
Congleton 1,939 2,375 3,861 23 62 99
Frodsham 342 527 1,251 54 137 266
H aslingden 526 1,500 4,039 185 169 668
K nutsford 881 1,767 2,369 101 34 169
Leigh 481 2,000 3,188 315 59 563
Liverpool 1,273 34,407 77,653 2,603 125 6,000
M acclesfield 2,628 6,000 8,743 128 46 233
M alpas 499 678 908 36 34 82
M anchester 3,690 22,481 70,405 509 213 1,808
M iddlew ich 630 1,131 1,190 80 5 89
N antw ich 2,826 3,325 3,463 18 4 22
N ew ton 396 751 1,453 90 93 267
N orthw ich 653 1,620 1,723 148 6 163
O rm skirk 490 2,280 2,554 365 12 421
Prescot 315 993 3,644 215 267 1 ，057
Preston 1,890 5,500 11,888 191 116 529
R ochdale 891 4,000 7,000 349 75 686
Sandbach 697 1,477 1,844 112 25 164
S tockport 1,386 4,600 14,830 232 222 970
W arring ton 1,786 8,100 10,567 354 31 492
W igan 2,133 5,000 10,989 134 120 415
計 41,506 143,349 308,483
平均 1,384 4,778 10,283 245 115 643

上 昇 移 動 （パリィ）お よ び 下 降 移 動 （オルム 

ズカーク）が 各 々 1 例がみられたのみであっ 

た。他方，上位および下位半分各々の内部に 

おける変動は激しく，平均順位変動は各々

3_ 7位および 3 _ 8位であった。そして，各々の

都市の平均成長率は前者 359パーセントおよ
2 6 )

び後者136パーセン卜と大きな差がみられた。 

また，急速な成長はヒエラルキー最_1?&):の都

(25) S to b a rt (1996)，p.40, T ab le  3 より
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市に集中しているわけではなく」;:位全般にわ 

たっており，むしろリグリィ教授が指摘T る 

ように，急速に成長したのは最大都市ではな 

く経済特化した幾つかの大都市だったのであ 

る。 さらに， 1778 —1801年間における最も顕 

著な趨勢である大都市の中都市からの乖離に 

ついては， ヒ エ ラ ル キ ー 最上位の安定性によ 

っ て 不 されるのであり， リウアフ '一■ル， マン 

チ ェ ス タ ー およびチ ェ ス タ ー は」こ位3 位の地 

位を保持し続けたのであり，上位 10都市もま 

た変わらなかったのである。 さらに，成長の 

速度は鈍化したとはいえ，以上の上位10都市 

と11位以下の都市との間の規模の差はさらに 

拡大を続けたのであり，前者の成長率は 124 

ノ、。一-セントであったのに対して，後者のそれ

は94パーセントにすぎなかったのである。 

in

図 3 a に示されるように， 1664年におい 

て大者市はチヱシャおよびラン力シャ南央部 

に分布していた。すなわち，上位 10都市の内， 

4 都市がチヱシャ南部に， 5 都市がランカシ 

ャ中央部および南東部に分布しており， ラン 

力シャ北東部および南西部には比較的小規模 

の都市のみしか存在しなかった。 しかし，図 

3 b および表 6 に示されるように，続 く 1 世 

紀間に大きな変化がみられた。すなわち， ラ 

ンカシャ中央部および南東部の工業発展地域 

への都市の重心移動がみられたのであり，特 

にチェシャ南部における都市の後退は顕著で

(28)
図 3 イングランド北西部における都市のヒエラルキー

(注）イ旦し，地図上の番号は，表 6 の 1664年における順位に照応するものであり，地図上の実線とともに筆 

者が追加した。

( 2 6 ) 但し，前者の大部分はリヴァプールの急速な発展によるものであり，これを除外するならば198パ 

— セントであった。 S tobart (1996)，pp.38-9.
(27) S tobart (1996), pp.39-40.
(28) S tobart (1996), p.43, F igure 2 より.
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あった。チヱシャにおいては，順位上昇都市 

はランカシャ南東部に接するストックポート 

の み （11位 — 8 位，綿織物業による）であり， 

順位を保持した都市もノースウィッチのみ 

(製塩業による）にすぎず，他の都市は平均 

3 . 7の順位の下降をみたのである。一方， ラ 

ンカシャにおける変化はより複雑で，順位を 

上 昇 さ せ た 織 物 業 都 市 （ブラックバーン 13 

位一10位，コルン15位一13位，ハスリングデン 

23位 - 20位， リ 一26位一17位，およびパ'一ンリ 

ィ28位 - 26位）の近隣に僅かながらも順位を 

落と した 都 市 （ウィガン5 位一 7 位， クリザル 

一21位—27位およびニュートン27位 —28位）が 

存在したが， 1770年代には，上位 10都市の内， 

チェシャ南部に位置した都市は 2 都市のみで 

あり， ランカシャ中央部および南東部に4 者P 

市 （さらにストックポートも加えうる），同北 

部 に 2 都市， そして同西部にはリヴァプール 

がその支配を顕示していたのである。

図 3 c および表 6 に示されるように， こう 

した変化の趨勢は， 1801年まで続いたのであ 

り，チ ェ シ ャ に お い て は ス ト ッ ク ポ ー ト  

( 8 — 4 位） と フ ロ ッ ド シ ャ ム （30 —28位）の 

2 都市のみが順位を上昇させたのみで，その 

他の都市は相対的に後退を続けた。他方， ラ 

ンカシャ東部，特にストックポート，プレス 

トンおよびバーンリイを結ぶ三角形の線に囲 

まれた綿織物業地域における都市成長は極め 

て顕著であり，当該地域において順位を下げ 

た の は ロ ッ チデ ール （11 —12位）のみで，そ

れも僅か 1 位の下降に過ぎなかったのに対し 

て， ラン力シャの他の地域において順位の上 

昇を示したのは，プ レ ス コ ッ ト （25 — 16位）

と ニ ュ ー ト ン （28 —26位）の 2 都市のみであ 

った。 そして， こうしたランカシャ東部の綿 

織物業地域における集中的な都市成長は， 18 

世紀後半おける新都市アシュトン •アンダ  

一 • リンおよびオールダムの急速な勃興によ 

ってますます強化された。かくして， 1801年 

にランカシャ南東部には 5 大都市の内の 3 都 

市が位置し， そこにおいて15位以下であった 

の は 1 都 市 （リー）のみであったのに対して， 

チェシャにおいては， 5 位以内の都市は 1 都

市 （チェスター）のみで，他はすべて 20位以
( 30 )

下であった。

図 4 に示される都市人口平均増加率は，以 

上のような都市変化を確認するうえで重要で 

ある。チェシャの都市は， 当該期，すなわち 

「長期の 18世紀」 を通じて，比較的緩慢な人 

ロ増加を示したのであり， 当該地域人ロ増加 

率および都市人ロ平均増加率を超える成長を 

示したのは， ストックポートのみであった。 

他方， ランカシャにおいては， 8 都市が地域 

人口増加率を上回り， さらに 8 都市が都市人 

ロ平均増加率を超える成長を示したのであり， 

後者の内の 6 都市は織物業都市であった。 し 

かしながら， 1664—1778年間と 1778—1801年 

間 の 2 つの時期では，異なった都市成長パタ 

ーンがみられた。すなわち，前者の時期にお 

いては，図 4 b に示されるように，次位都

(29) S to b a rt (1996), p.41.
(30) S to b a rt (1996), p.42.
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図 4 イングランド北西部における都市のヒエラルキー：人口増加'率

市 （マンチェスター）の 5 倍以上の人口増加 

率を示したリヴァプールの成長が圧倒的であ 

り，急速な成長を示した他の都市はランカシ 

ャ全域に広く分散していた。他方，成長が比 

較的緩慢であった都市は， 当該地域全域にみ 

られたとはいえ，チェシャ，特にその西部に 

集中していたのであり， ストックポートとノ 

ースウィッチの 2 都市のみが地域人口増加率 

を超えたのみであった。 これに対して，図 4 

c に示されるように，急速な都市成長は，後 

者の時期に， より広範にみられたのであり， 

都市人ロ平均増加率を超えた都市は13都市を 

数え， さらに 5 都市が地域人口増加率を超え 

たのである。 とはいえ，最も急速な成長をみ

た都市は， ストックポー卜からプレストンお 

よびマージ一河ロからバーンリィに伸びる 2 

本の垂直線沿いにみられたのであり， その内 

10都市がラン力シャ東部の織物業都市であリ， 

他の都市は，セント.へレンズに顕著に示さ 

れるように， ランカシャ南西部における鉱山 

業の発展に関連した都市であった。他方，チ 

ェシャにおける都市成長は緩慢で， — 該地域 

人口増加率および都市人口平均増加率を超え 

たのは， オールトリンチャムとコングルトン 

およひストックポ'一トとフロッドシャムの 

各 々 2 都市のみであり， その中央部において 

は真の都市衰退がみられたのである。

かくして， 18世紀を通じて， イングランド

(31) S tobart (1996)，p.45, F igure 3 より .1旦し，

( 3 2 ) ベインズによれば， セ ン ト . へレンズは，

図 3 c については，一 部 (B o l to n )修正を加えた,， 

主として石炭業によって，「半世紀のうちに小村落から

都市へと勃興」 した都市であった。 Baines (1825/68)，Vol.2, p.547 ; S to b a rt (1996), pp.42-4.
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北西部における都市的中心地域はチェシャか 

らランカシャへと移ったのであり， そうした 

変化の趨勢は都市ヒエラルキーの頂点のチェ 

スターからリヴアプールへの交代に象徴され 

るとはいえ， その基盤には，チェシャの小サ 

ーヴィス都市の相対的衰退とランカシャにお

ける小都市から重要な工業都市への上昇を含
( 33 )

む工業都市の著しい成長が存したのである。

結びにかえて

以上， クラーク教授およびストバート博士 

の研究によリつつ，「長期の 18世紀」のイン 

グランドにおける都市成長，特に小都市の成 

長について考察を行ったが，以下のように総 

括できよう。

まず，地域差が存するとはいえ， イングラ 

ンドにおいて「長期の 18世紀」が，小都市を 

含め都市成長の時代であったことが明らかと 

なったのであリ，特にイングランド北西部に 

おいてそれは顕著であった。 イングランド北 

西部に関するワーズワースとマンによる周知 

の古典的地域研究によれば，当 該 期 「ラン力 

シャにおける人口増加は，都市における増加 

よりも農村における人口稠密化であった」 と 

されてきたが， ここにおけるストバート博士 

の小都市を含めた都市人口に関するフアイン 

ディングズは， こうした見解に修正をせまる 

ものであり， 当該地域における都市化の進展，

およひ名P市システムが少なくとも人口面から 

みるかぎり18世紀末期において同世紀初頭に 

おけるよりもはるかに重要であったことを示 

しているのである。そして，そのことは都市 

経済の強さを示唆しているのであり， ストバ 

ート博士も指摘するように， 18世紀における 

工業化の農村工業化的性格は，都市の成長を

殆ど阻害しなかったというよりも，むしろ促
( 34 )

進したといえよう。

と同時に，「長期の 18世紀」は， イングラ 

ンドにおける都市ヒエラルキーの変化の時代 

でもあった。 そして，重要なことは，「長期 

の18世紀」における都市成長が顕著であった 

地域，特にイングランド北西部において， そ 

うした基本的な変化の多くが古典的な産業革 

命以前に起こっていたことであリ， 1770年代 

以降においては，特に都市ヒエラルキー上位

において殆ど変化がみられなかったというこ
( 35 )

とである。

次に，「長期の 18世紀」 イングランドにお 

ける都市の急速な成長は， それまでの都市の 

経済機能とは異なる新しい経済機能に基づく 

ものであったということである。そのことは， 

インダランド北西部の都市成長のランカンャ 

東部織物業地域における集中に顕著にみられ 

たのであり，上 位 6 都市は織物業に特化し発 

展した都市であった。すなわち， ボウルトン 

およびブラックパ 'ーンは，はじめファスチア 

ン織から後に綿織物業に，マンチヱスター，

(33) S tobart (1996)，p.44.
(34) W adsw orth  and M an (1931/65), p.3 1 1 ;S tobart (1996), pp.35-6.

(35) S tobart (1996), p.44.
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ストックポートおよびプレストンは， はじめ 

亜麻織物から後に綿織物業に， そしてマック

ルフィールドは，絹織物業に， それぞれ特化
( 36 )

し発展した都市だったのである。 ストバート 

博士が指摘するように，産業革命以前の 18世 

紀前半に新都市として成長を示した都市は，

18世紀第 4 四半期における地域経済および都 

市システムにおいて支配的地位を占めつつあ 

ったのであり， そうした都市システムが交 

通 •運輸システムおよび工業発展に必要な原 

材料の供給を促進するとともに，逆に後者が 

都市システムの編成に大きな影響を及ぼすよ

うになり，経済特化した都市間の新たな相互
(37 )

関係が形成されたと考えられるのである。

最後に，ストバート博士も指摘するよつに， 

「長期の 18世紀」 を通じてイングランドにお 

ける都市システムは変化しつつあったが，都 

市 ヒ エ ラ ル キ ー の 下位部における変化こそが 

大都市の発展を支えたのであり，小都市の発 

展を見落とすならば，当該期におけるイング 

ランドにおける都市変化だけでなく，経済発 

展をも正しく把握できないであろう。 そして， 

最も重要なことは，上述の如く，かつまたド 

— ントン， コ ー フ イ ■—ルドおよびクフ '— ク各 

教授によって示唆されている如く， イングラ 

ンドにおける工業都市の発展および都市化は 

「長期の 18世紀」前期より開始されていたと 

いうことであり，工業化と都市化の因果関係 

については， さらなる検討か要請されている

( 38 )

といえよう。

(経済学部教授)
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